
 

 

 

 

 

新年を迎えます。来年の干支は辰です。さくら組の園児が、水墨画家信

田先生と一緒に作成した、のぼり龍のように、賀茂保育園のみんなが益々

伸びてくれたらなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さくら組制作「のぼり龍」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０条 家族の一員 感謝の気持ちでお手伝い 
 

 

 

1月 
令和５年 12月 28日 

・手洗いを自ら進んで行い、健康に過ごせるようにする。 

・雪や氷などの冬の自然に興味を持ち、見たり触れたりして関心を深める。 

  

・保健的で安全な環境において、健康で快適に過ごす。 

 ・保育者や同じ年代の子どもと関わる中で、自分の気持ちを身振り      

や手振り、言葉で伝えようとする。 

・雪遊びや正月遊びなど、季節の遊びを十分に楽しむ。 

 ・生活に見通しを持ち、考えて行動できることが増えてくる。 

・生活リズムを整えながら、寒さに負けず戸外で体を動かして遊ぶ。 

 ・保育者と一緒に正月遊びを楽しむ。 

・思いや考えを言葉で伝え合い、友達と一緒に表現したり遊びを 

進めたりする楽しさを味わう 

・冬の身近な自然や伝統行事に関心をもち、遊びに取り入れる。 

・保育者と一緒に簡単な身の回りのことをやってみようとする。 

・保育者に自分の気持ちが伝わるうれしさを感じる。 

１月お誕生会のお知らせ

 

なかよし班で活動した後、クラス毎にお餅 

を焼いて食べます。おもちは保育園で用意し 

ます。 

正月遊びは、こま回し、双六、 

福笑いを予定しています。 

１月の なかよし活動  

－３歳以上児のなかよし班－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

外遊び用の防寒衣類と長靴について（お願い） 
 

〇防寒衣類を使用した場合、その都度持

ち帰りをお願いします。お家で乾かし

たり汚れを取ったりしてください。 

〇積雪の日には、長靴で登園させていた

だいてもかまいません。雪遊びに使います。着替え

も十分に用意をお願いします。 

〇ジャンパーなど上着は、フックにかけられるよう

に、襟のところにつり紐をつけてください。 

                    よろしくお願いします!! 

この１年間の成長を、保護者の方と一緒に振り返

り、家庭と保育園が相互に理解し、お子様の更なる健

やかな成長・発達を目指していきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

（予定）１５日（月）～１９日（金） 

いちご組、もも組、ちゅうりっぷ組、さくら組 

２２日（月）～２６日（金） 

みかん組、たんぽぽ組 

※詳細は後日お知らせします。

    
4日に各クラスで書初めをします。毎年、

とても味わい深い作品ができあがり、楽し

ませてくれます。 

「書」というより、芸術作品というか個性が

あふれて、とても豊かな作品ばかりです。 

しばらく掲示しますので、送迎時や 

個人懇談の時に「親子で観賞会」を 

してくださいね。 

 

子ども達も楽しみにしている 

雪山遊びを今年は１月２４日（水）に 

船上山で実施するようにしています。 

今年は暖冬。生活には少々邪魔   

な雪ですが、ちょっぴり雪を 

期待する複雑な気持ちです。 

暖冬とはいえ、寒さが厳しくなることが想定され

ます。以上児のお子さんで上履きを履かせたいとい

うご希望がありましたら、上履きに記名をして1月

の登園日にご持参ください。 

１月の論語 

○子
し

曰
のたま

わく 「学
まな

んで時
とき

に之
これ

を習
なら

う、亦
また

説
よろこ

ばしからずや。朋
とも

遠方
えんぽう

より来
きた

る、 

亦
また

楽
たの

しからずや。人
ひと

知
 し

らずして慍
いきどお

らず、亦
また

君子
くん し

ならずや。」 
            (学ぶこと・友達を持つこと・理想の人をめざすこと) 

○子
し

曰
のたま

わく 「君子
くん し

は 義
 ぎ

に 喩
さと

り、小人
しょうじん

は 利
 り

に 喩
さと

る。」 
            (「それは正しいことだろうかと」自分で自分に問いかける) 

○子
し

曰
のたま

わく 「君子
くん し

は人
ひと

の美
 び

を成
 な

し、人
ひと

の悪
あく

を成
 な

さず。小人
しょうじん

は是
 こ

れに反
はん

す。  
(相手のよい所をほめる) 

(この約束はさくら組の子ども達が考えました) 

 
 

 


